
別
保
護
建
造
物
（
文
化
財
保
護
法
に
お
け
る
重
要
文
化
財
に
相
当
）
に
指
定
さ
れ
た
。
昭
和
九

年
（
一
九
三
四
）
に
は
文
部
省
の
補
助
を
得
て
解
体
修
理
を
行
っ
た
が
、
昭
和
二
十
年

（
一
九
四
五
）
に
戦
災
の
た
め
焼
失
し
た
。
現
薬
師
堂
は
、
解
体
修
理
さ
れ
た
際
の
記
録
及
び
図

面
に
基
づ
き
、
昭
和
三
十
一
年
（
一
九
五
六
）
に
再
建
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
空
襲
に
よ
り
松

並
木
の
参
道
を
失
い
、
昭
和
二
十
八
年
（
一
九
五
三
）
今
治
市
都
市
計
画
法
に
よ
り
境
内
の
間

に
市
道
が
通
り
、
境
内
地
の
姿
を
変
え
な
が
ら
も
法
燈
を
護
り
現
在
に
伝
え
て
い
る
。

　

本
稿
で
紹
介
す
る
二
月
三
日
付
得
居
通
栄
書
状
は
、
東
禅
寺
が
所
蔵
す
る
文
書
群
の
一
つ
で
、

明
治
三
十
五
年
（
一
九
〇
二
）
の
台
帳
に
は
「
護
摩
祈
祷
依
頼
状
」「
河
野
通
栄
候
ヨ
リ
」
と
記

さ
れ
、
少
な
く
と
も
明
治
後
期
に
は
東
禅
寺
に
伝
わ
っ
て
い
た
こ
と
は
確
実
だ
が
、
長
ら
く
そ

の
存
在
が
不
明
で
あ
っ
た
。
佐
々
木
康
祐
住
職
が
七
年
ほ
ど
前
に
本
書
状
を
寺
内
で
再
確
認
し
、

今
治
城
及
び
松
前
史
談
会
の
河
野
孝
氏
が
調
査
を
行
っ
た
が
、
い
ず
れ
も
公
表
さ
れ
る
こ
と
は

な
か
っ
た
。
そ
の
後
、
国
宝
高
野
山
金
剛
峯
寺
展
実
行
委
員
会
（
愛
媛
県
・
株
式
会
社
あ
い
テ

レ
ビ
）
が
主
催
者
と
な
っ
て
、
愛
媛
県
美
術
館
で
令
和
四
年
十
月
一
日
か
ら
十
一
月
二
十
日
ま

で
開
催
さ
れ
た
企
画
展
「
国
宝　

高
野
山
金
剛
峯
寺
展
―
空
海
ゆ
か
り
の
名
宝
と
運
慶
・
快
慶

―
」（
1
）
の
展
示
品
の
一
つ
、
約
一
世
紀
ぶ
り
の
愛
媛
県
内
で
の
公
開
と
な
っ
た
高
野
山
上
蔵
院

文
書
（
高
野
山
別
格
本
山
金
剛
三
昧
院
所
蔵
）
を
佐
々
木
住
職
が
御
覧
に
な
ら
れ
た
際
、
た
ま

た
ま
本
書
状
と
似
た
形
状
の
花
押
が
据
え
ら
れ
た
文
書
が
展
示
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
お
気
づ
き

に
な
り
、
美
術
館
に
照
会
を
い
た
だ
い
た
。
こ
の
こ
と
を
契
機
と
し
て
、
改
め
て
本
書
状
の
内

容
や
過
去
の
経
緯
を
確
認
し
た
と
こ
ろ
、
こ
れ
ま
で
地
域
史
研
究
の
上
で
は
知
ら
れ
て
い
な
い

は
じ
め
に

　

本
稿
は
、
愛
媛
県
美
術
館
企
画
展
「
国
宝　

高
野
山
金
剛
峯
寺
展
」
の
開
催
を
契
機
に
調
査

の
機
会
を
得
た
、
愛
媛
県
今
治
市
の
東
禅
寺
が
所
蔵
す
る
年
未
詳
二
月
三
日
付
得
居
通
栄
書
状

を
紹
介
す
る
も
の
で
あ
る
。

　

東
禅
寺
は
、
今
治
市
蔵
敷
町
（
本
坊 

今
治
市
南
宝
来
町
）
に
所
在
す
る
真
言
宗
醍
醐
派
の
寺

院
で
あ
る
。
本
尊
は
等
身
の
薬
師
瑠
璃
光
如
来
立
像
で
、
山
号
は
霊
樹
山
、
院
号
は
醫
王
院
。

寺
伝
に
よ
れ
ば
伊
予
国
司
散
位
太
夫
越
智
益
躬
が
夷
族
鉄
人
を
討
ち
取
っ
た
際
に
戦
没
し
た
臣

下
の
霊
を
弔
う
た
め
に
伽
藍
を
創
建
し
た
。
そ
の
後
天
平
元
年
に
行
基
が
本
尊
仏
像
を
自
作
安

置
し
、
後
に
源
頼
義
・
河
野
親
経
が
伽
藍
を
再
建
。
平
安
時
代
末
期
か
ら
鎌
倉
時
代
前
期
に
活

動
し
た
河
野
通
信
は
こ
の
地
で
育
ち
、
文
治
元
年
（
一
一
八
五
）
七
堂
伽
藍
を
再
興
し
て
東
禅

寺
と
改
め
、
承
久
の
乱
で
後
鳥
羽
院
方
に
参
じ
た
通
信
が
貞
応
二
年
（
一
二
二
三
）
配
流
先
の

奥
州
江
刺
で
没
す
る
と
、
東
禅
寺
殿
観
光
西
念
大
居
士
と
し
て
祀
ら
れ
た
と
す
る
。
元
弘
三
年

（
一
三
三
三
）
得
能
通
綱
の
代
に
伽
藍
を
再
建
し
た
が
兵
火
の
た
め
焼
失
、
文
明
三
年

（
一
四
七
一
）
に
河
野
通
昭
が
再
建
し
た
が
、
天
正
十
三
年
（
一
五
八
六
）
に
秀
吉
軍
の
四
国
平

定
の
た
め
宝
物
等
は
灰
燼
に
帰
し
た
と
い
う
。
江
戸
時
代
、
今
治
藩
の
松
平
定
房
入
部
以
降
は

順
次
再
興
さ
れ
、
歴
代
藩
主
の
崇
敬
を
受
け
た
。

　

か
つ
て
寺
内
に
建
立
さ
れ
て
い
た
薬
師
堂
は
、
三
間
四
面
の
単
層
入
母
屋
造
、
本
瓦
葺
の
唐

様
の
建
築
で
、
河
野
通
宣
に
よ
り
永
正
十
五
年
（
一
五
一
八
）
に
再
建
さ
れ
た
も
の
で
、
室
町

中
期
の
特
色
を
示
す
こ
と
か
ら
明
治
三
十
七
年
（
一
九
〇
四
）
に
古
社
寺
保
存
法
に
基
づ
く
特

土　
　

居　
　

聡　
　

朋

　
 【

史
料
紹
介
】

　

 
愛
媛
県
今
治
市
東
禅
寺
所
蔵　

二
月
三
日
付
得
居
通
栄
書
状
に
つ
い
て
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新
出
史
料
と
い
っ
て
よ
い
こ
と
が
判
明
し
た
こ
と
か
ら
、
本
稿
で
概
要
を
紹
介
す
る
も
の
で
あ

る
。

一
　
二
月
三
日
付
得
居
通
栄
書
状
に
つ
い
て

　　

本
書
状
（
写
真
１
）
の
料
紙
は
楮
紙
で
、
現
存
の
法
量
は
縦
二
十
四
・
五
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
、

横
三
十
九
・
〇
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
。
文
書
の
天
地
及
び
奥
の
宛
所
は
切
断
さ
れ
て
い
る
。
全
体
に

裏
打
ち
が
さ
れ
て
い
る
が
、
端
裏
の
部
分
の
み
糊
付
け
さ
れ
て
お
ら
ず
、
裏
書
を
確
認
で
き
る
。

文
書
袖
の
下
部
は
欠
損
が
あ
り
、
切
封
の
跡
の
可
能
性
が
あ
る
。
翻
刻
・
内
容
は
河
野
孝
氏
の

依
頼
に
よ
り
西
尾
市
岩
瀬
文
庫
長　

林
知
左
子
氏
が
作
成
し
た
も
の
を
も
と
に
、
山
内
譲
氏
の

指
摘
に
よ
り
一
部
修
正
し
た
。

　
【
翻
刻
】

（
裏
書
）「
東
禅
寺
御
□
□　

河
野
ゟ
」

改
候
者
早
々
御
礼
可
罷
越
候
処

何
共
事
茂
く
候
て
道
後
へ
も
無

沙
汰
申
候
間
御
礼
遅
々
候
、
仍
而

娘
ニ
て
候
者
長
々
虫
気
ニ
て
于
今

す
き
共
候
ハ
す
候
、
然
者
祈
祷
ニ

護
摩
を
仕
度
候
、
御
寺
家
ニ
て

何
を
も
被
請
取
預
御
祈
念
候
者

一
段
可
畏
入
候
、
毎
度
御
煩
の
ミ
ニ

罷
成
候
事
如
何
候
へ
共
御
同
心
候
者

可
目
出
候
、
猶
委
曲
清
白
庵
三
郎
左
衛
門
尉

可
申
候
、
恐
惶
謹
言
、

　
　

二
月
三
日　
　
　
　
　
　

通
栄
（
花
押
）

　
【
内
容
】

　

年
が
改
ま
り
ま
し
た
な
ら
ば
早
々
に
参
上
す
べ
き
と
こ
ろ
を
、
何
か
と
多
用
に
て
道
後
へ
も

無
沙
汰
し
て
し
ま
い
、
御
礼
が
遅
れ
て
い
ま
す
。
娘
が
長
ら
く
虫
気
（
体
調
不
良
の
一
種
。
腹

痛
等
）
で
未
だ
に
す
っ
き
り
と
快
癒
い
た
し
ま
せ
ん
。
そ
れ
で
護
摩
祈
祷
を
い
た
し
た
く
存
じ

ま
す
。
お
寺
様
に
て
何
か
謝
礼
を
お
請
け
取
り
の
上
、
ご
祈
念
く
だ
さ
い
ま
す
な
ら
ば
誠
に
畏

れ
入
り
ま
す
。
毎
度
ご
面
倒
ば
か
り
お
か
け
す
る
の
も
い
か
が
な
も
の
か
と
思
い
ま
す
が
、
ご

同
意
下
さ
い
ま
す
な
ら
ば
喜
ば
し
く
存
じ
ま
す
。
な
お
詳
細
に
つ
い
て
は
清
白
庵
三
郎
左
衛
門

尉
が
申
し
上
げ
ま
す
。

　

本
書
状
の
奥
は
切
断
さ
れ
て
お
り
、
通
栄
が
本
書
状
を
差
し
出
し
た
宛
所
は
不
明
で
あ
る
。

文
書
袖
裏
に
記
さ
れ
た
裏
書
は
書
き
ぶ
り
か
ら
し
て
後
世
の
も
の
で
あ
ろ
う
。
文
面
は
丁
寧
で
、

内
容
か
ら
も
本
書
状
は
寺
院
に
宛
て
た
も
の
で
、「
道
後
へ
も
無
沙
汰
申
し
候
間
、
御
礼
遅
々
候
」

と
あ
る
こ
と
か
ら
、
道
後
方
面
の
寺
院
で
あ
る
可
能
性
が
高
い
。
本
書
状
の
発
給
前
に
何
度
も

祈
祷
を
依
頼
し
て
お
り
、
宛
先
の
寺
院
と
は
懇
意
で
あ
る
様
子
が
伺
わ
れ
る
。
中
世
に
お
け
る

「
道
後
」
は
和
気
郡
以
西
を
指
し
て
い
る
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
お
り
（
2
）、
本
文
書
の
宛
先
の
寺

院
名
や
所
在
地
は
特
定
で
き
な
い
が
、
現
在
本
書
状
が
伝
存
す
る
今
治
市
東
禅
寺
は
伊
予
の
道

前
地
域
に
位
置
す
る
か
ら
、
本
文
書
は
当
初
か
ら
東
禅
寺
に
伝
わ
っ
た
も
の
で
は
な
い
こ
と
が

判
明
す
る
。
本
書
状
が
当
初
宛
所
と
な
っ
た
寺
院
か
ら
東
禅
寺
に
移
っ
た
経
緯
や
時
期
は
不
明

で
あ
る
が
、
前
述
し
た
と
お
り
、
本
書
状
は
遅
く
と
も
明
治
三
十
五
年
に
は
東
禅
寺
の
所
蔵
と

な
っ
て
お
り
、
河
野
氏
ゆ
か
り
の
重
要
な
文
書
の
一
つ
と
し
て
、
戦
争
時
の
被
災
も
潜
り
抜
け

て
現
在
に
伝
え
て
い
る
。

二
　
得
居
通
栄
に
つ
い
て

　

続
い
て
発
給
者
に
つ
い
て
検
討
す
る
。
す
で
に
知
ら
れ
て
い
る
史
料
の
中
で
名
を
「
通
栄
」
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と
す
る
伊
予
の
人
物
と
し
て
は
、
戦
国
期
河
野
氏
の
家
臣
、
得
居
通
栄
が
あ
げ
ら
れ
る
。
山
内

譲
氏
の
成
果
（
3
）
に
沿
い
得
居
氏
の
概
要
に
つ
い
て
み
て
み
る
と
、
得
居
氏
の
名
が
確
実
な
史

料
上
に
登
場
す
る
の
は
室
町
時
代
の
永
享
十
二
年
（
一
四
四
〇
）
で
、
伊
予
国
野
間
郡
、
現
在

の
今
治
市
菊
間
町
内
に
比
定
さ
れ
る
京
都
上
賀
茂
社
の
荘
園
で
あ
っ
た
菊
万
庄
（
4
）
の
所
務
請

負
を
担
う
存
在
と
し
て
「
河
野
得
居
宮
内
大
輔
」
の
名
が
み
え
る
（
5
）
の
が
初
見
で
あ
る
。
そ

の
名
乗
り
か
ら
し
て
、
も
と
は
風
早
郡
（
旧
北
条
市
、
現
松
山
市
北
部
）
を
本
拠
と
し
、
南
北

朝
後
期
か
ら
道
後
湯
築
城
に
移
し
た
伊
予
国
守
護
河
野
氏
の
一
族
で
あ
る
こ
と
が
窺
え
る
。
そ

の
後
、
文
明
十
三
年
（
一
四
八
一
）
に
は
、
河
野
得
居
宮
内
大
輔
の
子
孫
と
み
ら
れ
る
「
河
野

得
居
伊
勢
守
」
が
四
十
五
貫
文
で
再
び
所
務
を
請
負
っ
て
い
る
（
6
）。

　

得
居
氏
の
本
拠
は
菊
万
荘
、
現
今
治
市
菊
間
町
菊
間
及
び
そ
の
周
辺
と
み
ら
れ
、
明
応
四
年

（
一
四
九
五
）に
は
得
居
宮
内
大
輔
通
敦
が
菊
万
庄
内
の
遍
照
院
に
寺
領
を
寄
進
し
て
い
る
（
7
）。

文
明
十
八
年
（
一
四
八
六
）
に
作
成
さ
れ
た
宗
昌
寺
坪
付
で
は
、
風
早
平
野
に
お
け
る
野
間
郡

と
の
堺
付
近
に
も
得
居
氏
の
所
領
が
み
ら
れ
る
（
8
）。
天
文
九
年
（
一
五
四
〇
）、
請
負
代
官
の

地
位
に
あ
る
得
居
通
清
は
、
得
居
家
の
家
督
を
継
承
す
る
に
あ
た
っ
て
、
四
〇
余
貫
文
を
「
前
々

の
如
く
進
納
す
る
」
旨
の
立
願
状
を
社
家
に
提
出
し
て
い
る
（
9
）。

　
「
通
栄
」
の
名
が
記
さ
れ
た
文
書
は
、
本
史
料
を
含
め
全
三
通
が
確
認
さ
れ
る
。

（
参
考
史
料
一
）�

天
文
十
三
年
十
二
月
八
日
付
得
居
治
部
少
輔
通
栄
書
状「
馬
場
義
一
家
文
書
」

（
写
真
２
）

（
参
考
史
料
二
）�

天
文
十
六
年
七
月
一
日
付
得
居
治
部
少
輔
通
栄
署
名
加
判
「
高
野
山
上
蔵
院

文
書
」（
写
真
３
）

（
本　

史　

料
）�

二
月
三
日
付
通
栄
書
状
「
東
禅
寺
文
書
」

　　

参
考
史
料
一
は
、『
県
史
』
で
は
「
賀
茂
別
雷
神
社
文
書
写
」
に
よ
り
収
録
さ
れ
て
い
る
が
、

山
内
譲
氏
及
び
京
都
市
歴
史
資
料
館
松
中
博
氏
の
ご
教
示
、
並
び
に
所
蔵
者
の
馬
場
紘
之
信
氏

の
御
許
可
を
得
て
、原
本
に
あ
た
る
「
馬
場
義
一
家
文
書
」
の
調
査
を
行
う
こ
と
が
で
き
た
。『
県

史
』
収
録
の
翻
刻
と
一
部
文
言
が
異
な
る
た
め
、
こ
こ
に
改
め
て
掲
載
す
る
。

畏
而
申
上
候
、
仍
菊
万
庄
就
御
／
公
用
銭
之
儀
、
御
使
節
被
差
／
下
候
、
尤
早
速
可
有
其
調
候

／
之
處
、去
年
以
来
内
輪
依
／
錯
乱
、于
今
延
引
候
、然
而
従
去
／
六
月
如
形
我
等
申
付
候
之
条
、

任
／
例
年
青
銅
四
千
疋
藤
木
又
三
郎
殿（
カ
）
へ
／
慥
相
渡
申
候
、
後
年
之
事
、
弥
／
不
可
有
無
沙

汰
候
、
猶
委
曲
御
使
者
へ
／
令
言
上
候
之
条
、
不
能
詳
候
、
此
等
之
趣
／
宣
有
御
披
露
候
、
恐

惶
謹
言
、

　
　
　

十
二
月
八
日　
　
　

治
部
少
輔
通
栄
（
花
押
）

　
（
封
紙
ウ
ハ
書
）

　
「
天（

異
筆
）文

十
三　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

得
居

　

進
上　

賀
茂
森
殿　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

治
部
少
輔
通
栄

　
　
　
　
　
　
　

参　

人
々
御
中　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

  

」

　　

天
文
十
三
年
（
一
五
四
四
）
十
二
月
八
日
、
得
居
治
部
少
輔
通
栄
が
、
京
都
賀
茂
別
雷
神
社

社
家
の
森
氏
（『
県
史
』
で
は
森
泰
久
と
す
る
）
に
宛
て
た
書
状
で
あ
る
。
菊
万
庄
の
公
用
銭
の

納
入
は
昨
年
以
来
「
内
輪
」
の
「
錯
乱
」
に
よ
り
今
ま
で
延
引
し
て
い
た
が
、
さ
る
六
月
に
伝

え
た
よ
う
に
、
例
年
通
り
青
銅
四
千
疋
（
四
十
貫
文
）
を
使
節
の
藤
木
又
三
郎
に
渡
す
こ
と
を

伝
え
て
い
る
。「
去
年
以
来
内
輪
依
錯
乱
」
と
は
ど
の
よ
う
な
状
況
を
示
す
の
か
明
確
で
な
い
が
、

天
文
十
年
か
ら
十
一
年
に
か
け
て
河
野
通
直
（
弾
正
少
弼
）
と
晴
通
と
の
間
で
当
主
の
地
位
を

巡
る
対
立
が
あ
り
、通
直
（
弾
正
少
弼
）
は
湯
築
城
を
追
放
さ
れ
た
も
の
の
、晴
通
の
死
に
よ
り
、

天
文
十
三
年
に
通
直
は
高
野
山
参
詣
を
経
て
七
月
十
四
日
に
湯
築
城
に
入
城
し
て
お
り
、
入
城

に
先
駆
け
て
天
文
十
三
年
六
月
廿
二
日
付
で
弾
正
少
弼
通
直
が
石
手
寺
地
蔵
院
の
寺
領
を
安
堵

し
て
い
る
（
10
）。
天
文
十
三
年
六
月
に
は
、
そ
れ
ま
で
の
地
域
の
混
乱
も
一
定
の
収
束
を
み
せ

た
こ
と
か
ら
、
菊
万
庄
に
お
い
て
も
賀
茂
社
へ
の
公
用
銭
の
送
付
に
つ
い
て
目
途
が
立
っ
た
旨
、

得
居
通
栄
等
か
ら
報
告
さ
れ
た
も
の
で
あ
ろ
う
か
（
11
）。

　

参
考
史
料
二
は
天
文
十
三
年
（
一
五
四
四
）
四
月
十
四
日
付
河
野
通
直
宿
坊
證
文
を
記
し
た

巻
物
の
後
に
署
名
・
加
判
し
た
も
の
で
あ
る
。
同
證
文
は
、
河
野
通
直
（
弾
正
少
弼
）
が
今
後

〔3〕
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の
高
野
山
参
詣
者
は
上
蔵
院
を
宿
坊
と
す
る
こ
と
を
定
め
た
も
の
で
、
従
来
、
本
文
書
は
写
し

で
あ
る
と
す
る
見
方
が
石
野
弥
栄
氏
に
よ
っ
て
な
さ
れ
て
き
た
が
、
定
成
隆
氏
は
こ
れ
を
正
文

と
み
な
し
、
通
直
は
奉
加
帳
形
式
の
豪
華
な
巻
物
に
宿
坊
證
文
を
記
し
、
以
後
上
蔵
院
を
宿
坊

と
す
る
者
に
署
名
・
加
判
さ
せ
る
つ
も
り
で
あ
っ
た
と
推
測
し
て
い
る
（
12
）。
三
年
後
の
天
文

十
六
年
七
月
に
得
居
通
栄
は
高
野
山
に
登
山
し
、
通
直
の
證
文
の
後
に
署
名
・
加
判
し
た
と
み

な
せ
る
。

　

参
考
史
料
一
、
参
考
史
料
二
に
は
そ
れ
ぞ
れ
得
居
通
栄
の
花
押
が
据
え
ら
れ
て
い
る
。
山
形

の
右
側
の
線
が
大
き
く
内
側
に
は
ね
ら
れ
、
内
部
に
「
Ｒ
」
の
よ
う
な
字
を
記
し
、
山
形
右
側

線
の
内
側
及
び
山
形
左
側
線
の
外
側
に
そ
れ
ぞ
れ
点
を
打
つ
。
本
書
状
に
は
名
の
み
で
姓
や
官

途
名
の
記
載
が
な
い
が
、
参
考
史
料
一
・
二
の
花
押
と
本
書
状
の
花
押
を
比
較
す
る
と
、
基
本
的

な
形
状
が
一
致
し
て
お
り
、
得
居
治
部
少
輔
通
栄
の
発
給
と
み
な
す
こ
と
が
で
き
よ
う
。
た
だ

し
参
考
史
料
一
の
花
押
の
縦
横
比
が
約
〇
・
四
六
、
参
考
史
料
二
の
花
押
の
縦
横
比
が
約
〇
・

五
三
な
の
に
対
し
、
本
書
状
の
花
押
の
縦
横
比
は
約
〇
・
六
一
と
参
考
史
料
一
・
二
に
比
べ
て
や

や
縦
長
と
な
っ
て
お
り
、
年
代
的
に
は
参
考
史
料
一
、
参
考
史
料
二
と
離
れ
る
も
の
と
み
ら
れ
、

参
考
史
料
二
よ
り
遅
く
に
発
給
さ
れ
た
可
能
性
も
あ
る
が
、
発
給
年
代
は
不
明
と
い
わ
ざ
る
を

得
な
い
。
ま
た
、
本
書
状
で
通
栄
が
使
者
と
し
て
宛
所
の
寺
院
に
遣
わ
し
た
清
白
庵
三
郎
左
衛

門
尉
は
、
通
栄
の
家
臣
と
想
定
さ
れ
る
が
、
こ
の
人
物
に
つ
い
て
も
他
の
史
料
に
全
く
登
場
せ

ず
、
詳
細
は
不
明
で
あ
る
。

　

な
お
、『
県
史
』
で
は
、「
賀
茂
社
古
證
文
」
所
収
の
十
二
月
廿
二
日
付
「
栄
」
書
状
写
を
「
得

居
通
栄
書
状
」
と
し
て
収
録
し
て
い
る
。
し
か
し
な
が
ら
原
本
で
あ
る
「
馬
場
義
一
家
文
書
」

の
同
書
状
（
写
真
４
）
を
改
め
て
確
認
す
る
と
、
花
押
の
形
状
が
全
く
異
な
る
こ
と
か
ら
、
こ

こ
で
は
ひ
と
ま
ず
別
人
と
考
え
て
お
き
た
い
（
13
）。

　

以
上
、
得
居
通
栄
に
関
す
る
確
実
な
史
料
は
先
述
の
三
通
で
あ
り
、
決
し
て
情
報
が
多
く
な

い
が
、
二
次
史
料
に
は
も
う
少
し
通
栄
に
関
す
る
記
載
も
み
ら
れ
る
の
で
、
参
考
の
た
め
紹
介

し
て
お
き
た
い
。
ま
ず
河
野
弾
正
少
弼
通
直
の
家
臣
団
を
記
し
た
と
み
ら
れ
る
高
野
山
上
蔵
院

文
書
の
「
弾
正
少
弼
通
直
家
頼
記
」（
高
野
山
別
格
本
山
金
剛
三
昧
院
所
蔵
）
に
は
、「
難
波
衆
」

と
し
て
記
さ
れ
た
十
六
名
の
一
人
と
し
て
「
得
居
治
部
少
輔
」
の
名
が
み
え
る
。
戦
国
末
期
ま

で
の
河
野
氏
の
事
績
を
ま
と
め
た
『
予
陽
河
野
家
譜
』（
14
）
に
は
天
文
十
年
六
月
に
大
内
氏
家
臣

の
白
井
房
胤
が
大
三
島
に
来
襲
し
た
際
、
こ
れ
に
抗
戦
し
た
諸
氏
の
中
に
、
大
祝
氏
の
ほ
か
「
得

居
、
来
嶋
、
正
岡
」
が
あ
っ
た
と
い
い
、
ま
た
、
先
述
し
た
と
お
り
、
天
文
十
一
年
、
河
野
氏

当
主
の
地
位
を
め
ぐ
り
河
野
弾
正
少
弼
通
直
と
河
野
通
政
（
晴
通
）
を
推
す
重
臣
ら
が
対
立
し

た
際
、
得
居
氏
は
通
直
方
に
出
仕
し
た
と
い
う
。
こ
こ
ま
で
の
記
載
は
通
栄
の
名
は
な
い
が
、

元
亀
三
年
（
一
五
七
二
）
七
月
に
は
、
安
芸
毛
利
氏
勢
力
の
苫
西
・
津
高
・
神
名
氏
ら
が
伊
予

に
来
襲
し
河
野
勢
と
交
戦
し
た
が
、
恵
良
城
（
現
松
山
市
）
を
包
囲
攻
撃
し
「
得
居
治
部
入
道

父
子
」
が
二
神
氏
ら
と
と
も
に
突
入
し
城
を
陥
落
さ
せ
た
と
い
う
。
ま
た
元
亀
三
年
九
月
に
は

織
田
信
長
と
好
を
通
じ
た
阿
波
三
好
勢
と
新
居
郡
を
支
配
し
て
い
た
石
川
氏
が
手
を
結
び
河
野

氏
に
攻
撃
し
、
そ
の
後
織
田
氏
家
臣
の
山
岡
氏
ら
の
勢
力
が
中
予
に
来
襲
し
恵
良
城
を
占
領
さ

れ
、
こ
の
時
に
「
得
居
治
部
入
道
聖
運
」
が
防
戦
し
た
が
破
れ
聖
運
ら
は
自
害
し
た
と
い
う
。

こ
れ
ら
の
記
載
は
確
実
な
史
料
で
は
確
認
で
き
な
い
が
、
元
亀
三
年
四
月
に
は
芸
州
勢
が
生
楚

城
（
場
所
不
明
）・
甲
の
城
（
現
松
山
市
の
雄
甲
城
・
雌
甲
城
か
）
を
落
城
さ
せ
て
お
り
（
15
）、

天
文
十
六
年
以
降
に
通
栄
が
出
家
し
た
こ
と
や
、
元
亀
年
間
の
伊
予
に
お
け
る
争
乱
の
中
で
没

し
た
旨
の
記
載
は
、
一
定
の
事
実
を
反
映
し
た
可
能
性
も
あ
る
。

　

そ
の
後
、
得
居
氏
の
家
督
は
来
島
村
上
氏
の
通
幸
が
継
承
し
、
天
正
年
間
に
入
る
と
、
得
居

通
幸
は
、
来
島
村
上
氏
の
家
督
を
継
承
し
た
通
総
と
行
動
を
共
に
し
て
、
拠
点
を
鹿
島
城
（
現

松
山
市
鹿
島
）
に
移
し
、
毛
利
方
と
織
田
方
の
瀬
戸
内
地
域
で
の
対
立
が
激
し
く
な
っ
た
天
正

九
年
（
一
五
八
一
）
に
は
通
総
と
共
に
織
田
方
に
付
き
、河
野
・
毛
利
勢
と
交
戦
を
繰
り
広
げ
た
。

豊
臣
政
権
下
の
朝
鮮
派
兵
の
た
め
渡
海
し
、文
禄
三
年
（
一
五
九
四
）
に
渡
海
先
で
没
し
た
（
16
）。

お
わ
り
に

　

愛
媛
県
今
治
市
東
禅
寺
で
所
在
が
確
認
さ
れ
た
二
月
三
日
付
得
居
通
栄
書
状
は
、
こ
れ
ま
で

知
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
河
野
氏
家
臣
の
得
居
通
栄
の
動
向
の
一
端
を
示
す
史
料
で
、
野
間
郡
の

〔4〕

愛媛県美術館紀要　第21号（2022）



菊
万
庄
を
拠
点
と
し
て
い
た
得
居
氏
と
松
山
平
野
方
面
の
寺
院
と
の
交
流
や
、
戦
国
期
在
地
領

主
の
娘
へ
の
愛
情
、
病
気
快
癒
の
た
め
加
持
祈
祷
が
行
わ
れ
て
い
た
こ
と
を
具
体
的
に
示
し
て

い
る
。
愛
媛
県
内
で
新
た
に
戦
国
期
の
文
書
が
発
見
さ
れ
た
こ
と
は
極
め
て
貴
重
で
あ
り
、
企

画
展
「
国
宝　

高
野
山
金
剛
峯
寺
展
」
の
開
催
が
契
機
と
な
っ
て
新
史
料
の
発
見
に
つ
な
が
っ

た
こ
と
は
美
術
館
と
し
て
も
極
め
て
意
義
深
い
も
の
と
考
え
て
い
る
（
17
）。

　

な
お
、
東
禅
寺
に
は
、
今
回
紹
介
し
た
得
居
通
栄
書
状
の
ほ
か
に
も
、
藤
堂
高
吉
寄
進
状
、

河
野
家
譜
、
河
野
系
図
、
天
正
九
年
藏
敷
八
幡
宮
奉
納
大
般
若
経
奥
書
写
な
ど
中
世
～
近
世
初

期
に
関
わ
る
興
味
深
い
史
料
を
伝
え
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
調
査
は
今
後
の
課
題
で
あ
る
。

註（
１
）�

同
展
の
内
容
は
企
画
展
図
録
（
国
宝
高
野
山
金
剛
峯
寺
展
実
行
委
員
会
編
・
発
行
、
二
〇
二
二
年
）
を
参
照
。

（
２
）�

川
岡
勉
「
「
道
前
」
「
道
後
」
地
名
の
歴
史
的
考
察
」
（
愛
媛
大
学
地
域
創
成
研
究
セ
ン
タ
ー
編
・
発
行
『
地

域
創
成
研
究
年
報
』
一
、
二
〇
〇
五
年
）

（
３
）�

①
『
愛
媛
県
史　

古
代
・
中
世
』
第
二
編
第
三
章
第
三
節
（
山
内
譲
執
筆
、
一
九
八
四
年
）
、
②
山
内
譲
『
海

賊
衆
来
島
村
上
氏
と
そ
の
時
代
』
二
〇
一
四
年
、
③
同
『
伊
予
の
中
世
を
生
き
た
人
々
〜
室
町
時
代
』

二
〇
二
三
年
。

（
４
）�

伊
予
国
菊
万
荘
は
、
平
安
時
代
後
期
に
は
賀
茂
別
雷
社
領
と
な
っ
て
い
た
荘
園
で
、
正
和
四
年
（
一
三
一
〇
）

以
後
，
預
所
職
は
賀
茂
社
神
主
家
が
代
々
知
行
し
た
（
延
慶
三
年
十
月
廿
六
日
付
洞
院
右
大
将
家
御
教
書
「
早

稲
田
大
学
所
蔵
文
書
」
（
『
愛
媛
県
史
資
料
編　

古
代
・
中
世
』
四
三
九
号
。
以
下
『
県
史
』
と
す
る
。
）
、

（
文
保
元
年
）
五
月
十
五
日
付
花
山
院
師
信
御
教
書
「
賀
茂
別
雷
神
社
文
書
」（『
県
史
』
四
七
六
号
）、
正
慶

二
年
十
一
月
六
日
付
平
惟
継
御
教
書
「
賀
茂
別
雷
神
社
文
書
」（『
県
史
』
五
五
九
号
））
。
鎌
倉
末
期
頃
の
当

荘
の
耕
地
面
積
は
一
三
〇
町
で
あ
っ
た
（
伊
予
国
内
宮
役
夫
米
未
済
注
文
「
御
裳
濯
川
和
歌
集
裏
書
」
（
『
県

史
』
四
七
五
号
）
）
。
詳
細
は
註
（
3
）
①
〜
③
を
参
照
。

（
５
）�

永
享
十
二
年
八
月
廿
二
日
付
森
富
久
契
状
「
馬
場
義
一
家
文
書
」
（
「
賀
茂
社
領
古
證
文
」
を
出
典
と
し
『
県

史
』
一
二
六
五
号
に
収
録
）

（
６
）�

文
明
十
三
年
九
月
三
日
付
森
貞
久
契
状
「
馬
場
義
一
家
文
書
」（
註
（
5
）
と
同
じ
く
『
県
史
』
一
五
〇
〇
号
に

収
録
）

（
７
）�

明
応
四
年
七
月
六
日
得
居
通
敦
寄
進
状
「
遍
照
院
文
書
」（『
県
史
』
一
五
五
九
号
）、
同
六
月
日
遍
照
院
寺
領

坪
付
案
「
遍
照
院
文
書
」（『
県
史
』
一
五
五
八
号
）

（
８
）�

宗
昌
寺
寺
領
坪
付
「
宗
昌
寺
文
書
」
（
『
県
史
』
一
五
三
三
号
）
。
な
お
、
本
坪
付
に
み
え
る
風
早
平
野
の
各

領
主
の
所
領
の
展
開
に
つ
い
て
は
、
土
居
聡
朋
「
伊
予
国
宗
昌
寺
領
故
地
に
お
け
る
中
世
後
期
景
観
の
復
原
―

文
明
十
八
年
宗
昌
寺
々
領
坪
付
を
素
材
と
し
て
―
」
服
部
英
雄
編
『
地
域
資
料
叢
書
八　

中
世
景
観
の
復
原
と

民
衆
像
―
史
料
と
し
て
の
地
名
論
―
』
花
書
院
、
二
〇
〇
四
年
所
収
）
を
参
照
。

（
９
）�

天
文
九
年
五
月
三
日
付
得
居
通
清
立
願
状
「
馬
場
義
一
家
文
書
」（
註
（
5
）
と
同
じ
く
『
県
史
』
一
七
〇
二
号

に
収
録
）

（
10
）�

天
文
十
三
年
六
月
廿
二
日
付
河
野
通
直
（
弾
正
少
弼
）
安
堵
状
「
石
手
寺
文
書
」
（
『
県
史
』
一
七
四
〇

号
）
。
な
お
、
河
野
通
直
（
弾
正
少
弼
）
と
晴
通
と
の
対
立
に
つ
い
て
は
、
川
岡
勉
「
戦
国
期
に
お
け
る
河
野

氏
権
力
の
構
造
と
展
開
」
（
大
阪
大
学
文
学
部
日
本
史
研
究
室
編
『
古
代
中
世
の
社
会
と
国
家
』
清
文
堂
、

一
九
九
八
年
（
の
ち
川
岡
勉
『
室
町
幕
府
と
守
護
権
力
』
二
〇
〇
二
年
に
収
録
）
、
西
尾
和
美
「
天
文
伊
予
の

乱
再
考
―
「
高
野
山
上
蔵
院
文
書
」
を
手
が
か
り
と
し
て
―
」
（
『
四
国
中
世
史
研
究
』
九
号
、
二
〇
〇
七

年
。
一
部
改
稿
の
上
、
川
岡
勉
編
『
高
野
山
上
蔵
院
文
書
の
研
究
―
中
世
伊
予
に
お
け
る
高
野
山
参
詣
と
弘
法

大
師
信
仰
に
関
す
る
基
礎
的
研
究
―
』
愛
媛
大
学
教
育
学
部
、
二
〇
〇
九
年
に
再
掲
）
、
磯
川
い
づ
み
「
天
文

期
河
野
氏
の
内
訌
―
「
天
文
伊
予
の
乱
」
の
再
検
討
―
」
『
四
国
中
世
史
研
究
』
十
四
号
、
二
〇
一
七
年
）
、

川
岡
勉
「
天
文
伊
予
の
乱
と
河
野
氏
権
力
」
『
四
国
中
世
史
研
究
』
一
五
号
、
二
〇
一
九
年
）
等
を
参
照
。

（
11
）�

な
お
、
後
世
の
家
譜
で
あ
る
『
予
陽
河
野
家
譜
』
は
、
天
文
十
一
年
、
河
野
弾
正
少
弼
通
直
が
後
継
者
を
来
島

村
上
氏
の
通
康
に
推
し
た
際
、
こ
れ
に
対
抗
し
て
重
臣
た
ち
は
河
野
通
政
（
晴
通
）
を
推
し
た
が
、
通
直
側
に

出
仕
し
た
の
は
来
島
村
上
氏
と
得
居
一
族
ば
か
り
で
あ
っ
た
と
記
し
て
お
り
、
得
居
氏
も
河
野
氏
当
主
の
地
位

を
巡
る
内
訌
に
一
定
の
関
与
が
あ
っ
た
可
能
性
も
あ
る
。

（
12
）�

定
成
隆
「
上
蔵
院
文
書
の
古
文
書
学
的
考
察
」
川
岡
勉
編
『
高
野
山
上
蔵
院
文
書
の
研
究
』
二
〇
〇
九
年
）

（
13
）�

山
内
譲
氏
の
ご
教
示
に
よ
る
。

（
14
）�

景
浦
勉
校
訂
『
予
陽
河
野
家
譜
』
（
歴
史
図
書
社
、
一
九
八
〇
年
）
に
よ
る
。

（
15
）�

四
月
四
日
付
口
羽
通
良
書
状
写
「
屋
代
島
村
上
文
書
」
。
な
お
、
元
亀
年
間
の
伊
予
の
動
向
に
つ
い
て
は
得
能

弘
一
氏
、
西
尾
和
美
氏
、
中
平
景
介
氏
、
山
内
譲
氏
、
桑
名
洋
一
氏
ら
近
年
多
く
の
研
究
が
あ
る
。
詳
し
く
は

桑
名
洋
一
「
元
亀
年
間
争
乱
時
に
お
け
る
河
野
氏
家
中
の
混
乱
に
つ
い
て
」
（
『
四
国
中
世
史
研
究
』
十
五

号
、
二
〇
一
九
年
）
等
を
参
照
さ
れ
た
い
。

（
16
）�

註
３
②
に
同
じ
。

（
17
）�

本
文
書
の
発
見
は
、
令
和
四
年
十
二
月
六
日
付
あ
い
テ
レ
ビ
「
Ｎ
ス
タ
え
ひ
め
」
特
集
に
て
報
道
さ
れ
た
。

〔
謝
辞
〕
本
稿
の
執
筆
に
あ
た
っ
て
は
、
東
禅
寺
住
職　

佐
々
木
康
祐
氏
、
高
野
山
別
格
本
山
金
剛
三
昧
院
住
職　

久

利
康
暢
氏
、
馬
場
紘
之
信
氏
、
今
治
城
学
芸
員　

藤
本
誉
博
氏
、
伊
予
史
談
会
会
長　

山
内
譲
氏
、
京
都
市
歴
史
資
料

館　

松
中 

博
氏
、
西
尾
市
岩
瀬
文
庫
長　

林
知
左
子
氏
、
松
前
史
談
会　

河
野
孝
氏
ら
の
協
力
を
得
た
。
ま
た
、
本
文

書
調
査
の
契
機
と
な
っ
た
企
画
展
「
国
宝　

高
野
山
金
剛
峯
寺
展
」
は
、
株
式
会
社
あ
い
テ
レ
ビ
営
業
局
専
門
職
理
事

梶
原
稔
浩
氏
及
び
愛
媛
県
美
術
館　

専
門
学
芸
員
・
担
当
係
長　

長
井
健
氏
両
名
を
中
心
に
長
年
に
わ
た
る
尽
力
の
も

と
開
催
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
記
し
て
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。
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【写真１】愛媛県今治市東禅寺所蔵　二月三日付得居通栄書状

【写真１－２】二月三日付得居通栄書状（裏面）
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【写真２】（参考資料１）天文十三年十二月八日付得居治部少輔通栄書状「馬場義一家文書」

【写真３】（参考資料２）天文十六年七月一日付得居治部少輔通栄署名加判「高野山上蔵院文書」
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愛媛県今治市東禅寺所蔵　二月三日付得居通栄書状について



【写真４】十二月廿日付栄書状「馬場義一家文書」

【写真１－３】東禅寺所蔵通栄書状花押

【写真２－２】参考資料１　通栄花押

【写真３－２】参考資料２　通栄花押
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